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関連事業の概況
　NHKの関連団体は，それぞれの事業分野でN
HKの業務を補完・支援し，NHKグループの一員
として，NHKとともに豊かで多様な放送文化の
創造に努めることを基本的な役割としている。
　NHKの業務の効率的推進により経費の節減を
図ると同時に，インターネットの利用拡大やモバ
イル端末の急速な普及，放送と通信の連携の進展
といった放送を取り巻くメディア環境の変化や社
会・経済状況の変化等が進んでいく中で，NHK
のソフト資産・ノウハウの利活用や社会還元を進
め，副次収入等での財政的寄与により視聴者の負
担を抑制していくことを目標として運営されてい
る。
　今後も，関連団体に対するガバナンスの強化を
図るとともに，効率性と公共放送の質の確保を一
層進めて，NHKグループ全体の総合力を高めて
いく。また，NHKと関連団体の取り引きについ
ても，さらに透明性を高めていく。

1．関連事業の体制

　14年度末現在，NHKの関連団体は，子会社13社，
関連会社 4社，関連公益法人等 9団体の計26団体，
総従業員数は6,365人である。（⇒p.733）

2．関連団体の決算概要

　14年度の関連団体決算は，健保・共済会を除く
23団体の単純合計額で，売上高（事業収入）
2,967億円（対前年度98億円減），当期純利益（正
味財産増減額）86億円（対前年度 5億円減）であ
り，減収減益となった。
　関連団体によるNHK副次収入への寄与額は，
対前年度 1億円減の61億円になった。
　今期決算に伴う配当は，対前年度 4億円減の27
億円で，うちNHKの受取額は，対前年度 3億円
減の16億円となった。

3．団体に対する出資など

　14年度は，新たな関連団体への出資や増資はな
かった。関連団体以外への出資・出

しゅつ

捐
えん

については，
一般放送事業者の教育・教養番組の一層の充実を
図ること等を目的とする公益財団法人「放送番組
センター」に7,276万円の出捐を行った。

Ⅰ．関連団体への番組制作委託
　NHKでは，コンパクトな番組制作体制の下で
質の高い放送番組を安定的に確保するため，14年
度も13年度同様，関連団体への番組制作委託を進
めてきた。また，番組の一層の多様化を図るため，
関連団体を通じて，番組制作会社にも企画提案を
求め，一部の番組制作を委託した。
　関連団体への委託では，NHKエンタープライ
ズに，『NHKスペシャル』などの大型企画番組，
ドラマ番組（『木曜時代劇』『土曜ドラマ』など），
芸能番組（『ザ少年倶楽部』など），自然番組（『ダ
ーウィンが来た！生きもの新伝説』など），アニ
メ番組（『アニメ　おじゃる丸』など）の制作，
購入番組の日本語版制作などの委託を行った。
　NHKエデュケーショナルには，『きょうの料
理　』『おかあさんといっしょ』『日曜美術館』『ニ
ュースで英会話』など，生涯学習や教育・教養に
関する番組の制作を委託した。
　NHKグローバルメディアサービスには，大相
撲，プロ野球をはじめとするスポーツ番組や，『国
際報道2014／2015』『グローバルディベート
WISDOM』『東京マーケット情報』などのニュー
ス・情報番組を委託した。
　NHKサービスセンターには，『NHKプレマッ
プ』などの広報番組や各種番組スポットなどの制
作を委託した。
　NHKプラネットには，『うまいッ！』『きらり！
えん旅』などの番組を委託した。
　日本国際放送には，『J-MELO』『TOKYO FA
SHION EXPRESS』などの国際放送番組を委託
した。

Ⅱ．放送番組等の二次展開

1．映像・音声商品等の発行

　NHKエンタープライズからは，「NHKビデオ・
DVD」の名称で，『連続テレビ小説』「花子とア
ン」「マッサン」，『大河ドラマ』「軍師官兵衛」，『ド
ラマ10』「ハードナッツ！」，『NHKスペシャル』「人
体 ミクロの大冒険」「巨大災害 MEGA DISA
STER　地球大変動の衝撃」，『岩合光昭の世界ネ
コ歩き』などの映像商品を発行した。
　また，NHKサービスセンターからは，「NHK
CD」の名称で『基礎英語』などの月刊語学教材
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や『名曲アルバム』『ラジオ体操』などの音声商
品を発行した。

2．放送番組および素材の提供

（1）企業・団体への番組の提供
　一般企業・団体の研修用や展示，イベント用に
NHKエンタープライズ等を通じて放送番組を提
供した。
（2）BS・CS放送事業者への番組提供
　NHKエンタープライズを通じて，CS放送事業
者等に『大河ドラマ』「篤姫」「龍馬伝」，『連続テ
レビ小説』「カーネーション」，『歌謡コンサート』，
『サラメシ』『BS日本のうた』などを提供した。
また，NHKグローバルメディアサービスを通じ
て，『日本ゴルフツアー選手権』を提供した。
（3）CATVへの番組提供
　NHKエンタープライズを通じて，『連続テレビ
小説』「ゲゲゲの女房」「おひさま」，『大河ドラマ』
「龍馬伝」「天地人」，『きょうの料理』『アニメ　
忍たま乱太郎』などを提供した。
（4）機内上映用の提供
　航空機の旅客サービス用として，NHKグロー
バルメディアサービスを通じて日本航空，全日本
空輸などへ『NHKニュース』を，NHKエンター
プライズを通じて日本航空へ『大河ドラマ』「龍
馬伝 総集編」，『歴史秘話ヒストリア』を，全日
本空輸へ『LIFE ! ～人生に捧げるコント～』
『journeys in Japan』などを提供した。
（5）番組素材の提供
　民間放送局および一般企業・団体への番組素材
の提供をNHKエンタープライズを通じて，また
放送大学学園への番組素材の提供をNHKエデュ
ケーショナルを通じて行った。
（6）キャラクターの使用許諾
　NHKエンタープライズが，『いないいないばあ
っ！』などの幼児番組や「どーもくん」のキャラ
クターの使用許諾を行った。

3．デジタル事業

　ビデオオンデマンド事業者に『大河ドラマ』「龍
馬伝」「天地人」や『連続テレビ小説』「ゲゲゲの
女房」「おひさま」などを提供した。また，NHK
グローバルメディアサービスが行うスマートフォ
ン等のモバイル端末向けのサービスに対し，
NHKのニュースや番組の楽曲などの提供を行っ
た。

4．番組・素材の海外提供

　関連団体を通じて，番組とニュース素材を海外
の放送機関などへ提供した。NHKエンタープラ
イズからアニメやドラマ，自然番組，教育番組な
どを提供，日本国際放送からは「NHKワールド
プレミアム」を配信した。
　開発途上国の放送機関などには，NHKインタ
ーナショナルと連携し，「国際番組ライブラリー」
の保存番組を公的資金によって提供した。
　番組・ニュース素材については，NHKインタ
ーナショナルを通じて，海外の放送機関や一般団
体へ提供した。また，デジタルクリップを制作し，
オンラインによる提供も行った。

5．放送番組関連の出版

　『NHKスペシャル』では「女性たちの貧困」
「福島第一原発事故　 7つの謎」「震災ビッグデ
ータ」，また『歴史秘話ヒストリア』『うまいッ！』
『おはよう日本』「けんコン！」，『ゆうどき』「絶
品！まかない飯」，震災関連の取り組み『こころ
フォト』等，幅広いジャンルの番組が書籍化され
た。

関連団体

Ⅰ．子会社

1．NHKエンタープライズ

　「平成24～26年度中期経営計画」 3年目の14年
度は， 4 Kの試験放送開始など，高精細映像事業
が本格化する中，映像コンテンツやイベントの企
画制作，新規事業の開発などに精力的に取り組ん
だ。
　 4 月 8 日にスタートした「ひかりTV」に，
NEPが制作した独自コンテンツ 5本を含む10本
の作品を配信した。幕張メッセで開催された「宇
宙博2014」においてNEPが制作した「 8 K絶景体
験　宇宙」が上映され，当社のコンテンツ制作力
が高精細映像市場の活性化に寄与した。
　また，15年 1 月16日に創立30周年の節目を迎え，
これを記念したさまざまな取り組みがスタートし
た。社内公募により「nep! step! jump!」をキャ
ッチ・コピーに選定した。 4つの記念事業，ウェ
ブによる社史「i History」，「N響スペクタクル・
コンサート」「Body ： the inside story 私たちの
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カラダ」「Nep Visual Project」のうち，14年度は
「i History」のサイトを 1月28日にオープンし
た。また，「N響スペクタクル・コンサート」を
3月19日に実施した。
　その他の具体的な業務分野別では，番組制作関
連では，BSプレミアムの新番組『英雄たちの選
択』『感涙！よみがえりマイスター』『世界で一番
美しい瞬間（とき）』『The Covers』『植物男子　
ベランダー』『笑う洋楽展』などを制作した。特
集番組では，BSプレミアムの『ザ・プレミアム』
枠を多数制作，なかでも「グレートトラバース～
日本百名山一筆書き踏破～」（ 5回シリーズ）は
大きな話題となった。総合テレビの『今夜も生で
さだまさし』は，放送開始から10年目となり， 2
月に青森局から生放送を実施したことで，全都道
府県からの放送を達成した。
　アニメでは，日本のアニメ界を牽

けん

引
いん

する監督の
１人，宮崎吾朗が 3 DCGアニメに挑戦した『ア
ニメ　山賊の娘ローニャ』を放送し，大きな話題
となった。その他『アニメ　団地ともお』『アニ
メ　ベイビーステップ』『アニメ　ログ・ホライ
ズン』などを制作した。
　海外番組では，イギリスドラマ『ダウントン・
アビー～華麗なる英国貴族の館～』，韓国ドラマ
『奇皇后－ふたつの愛　涙の誓い－』，『BS世界
のドキュメンタリー』「危険な時代に生きる」な
どが放送された。
　また，14年は高精細映像の需要が高まり， 4 K
で制作する定時，特集番組が徐々に増える助走年
度となった。BSプレミアムの定時番組では『ワ
イルドライフ』と『ニッポンの里山　ふるさとの
絶景に出会う旅』の一部，特集番組では『ザ・プ
レミアム』「探訪！築地市場　世界最大のフィッ
シュマーケットの謎」「深海のロストワールド　
追跡！謎の古代魚」「京都　ふしぎの宿の物語」，
『小椋佳　生前葬コンサート』等を制作した。
　映像ソフト販売では，韓国ドラマ『馬医』『奇
皇后－ふたつの愛　涙の誓い－』をはじめ，『大
河ドラマ』「軍師官兵衛」や『連続テレビ小説』「マ
ッサン」などが売上を伸ばした。
　直販部門では，販売会社との契約終了商品の再
発売に取り組み，「篤姫」「新選組！」など，過去
の大河ドラマを中心に，合計約120タイトルを取
りそろえた。
　また，14年も被災地復興支援として，売上の一
部の約160万円を，NHK厚生文化事業団を通じて
寄付した。
　イベント事業では，「ロボットコンテスト（ロ

ボコン）」の各決勝を実施，「高専ロボコン」は両
国国技館，「大学ロボコン」は代々木の国立オリ
ンピック記念青少年総合センター，「ABUロボコ
ン」はインド・プネでそれぞれ開催した。都市型
音楽フェスティバルとして定着した「東京
JAZZ」は 9月に東京国際フォーラム等の 3会場
で開催し，内外のアーティストの名演奏が好評を
博した。
　恒例となった「ロックの学園」は，神奈川県厚
木市の東京工芸大学で開催され，多くの観客が人
気アーティストの授業を堪能した。BSプレミア
ムで，11月30日にそのもようが放送された。
　展示事業では，「軍師官兵衛」の大河ドラマ館
をはじめ，各所で展示を行ったほか，会津若松市
にて「鶴ヶ城　プロジェクションマッピング　は
るか2015」を実施した。
　「ワープステーション江戸」の運営では，
『NHKスペシャル』終戦特集ドラマ「東京が戦
場になった日」や，『連続テレビ小説』「花子とア
ン」の収録に使用された。
　デジタル事業では，NHKのテレビ 4波のデー
タ放送トップ画面を 8年ぶりに同時リニューアル
し，使い勝手の統一や，コンテンツの総合的再配
置を見直し，機能的な仕様を実現した。ハイブリ
ッドキャストの新規コンテンツ開発にも精力的に
取り組んだ。
　社内の情報セキュリティを高めるため取り組ん
できた情報セキュリティのJIS規格であるISMS
（情報セキュリティ・マネジメント・システム）
については，認証を更新した後，定期維持審査や
内部監査により改善を続けて情報セキュリティの
強化に取り組んだ。また，個人情報保護活動につ
いてもISMS活動の中で実践していくこととした。

2．NHKエデュケーショナル

　Eテレを中心に年間およそ 1万本のNHK番組を
制作するかたわら，番組関連テキストの編集，イ
ベントの企画・制作，独自の映像ソフト制作，デ
ジタルコンテンツ制作，キャラクター事業など，
さまざまな分野で事業展開を図っている。
　14年度は，Eテレでは新番組として『ガールズ
クラフト』『はりきり体育ノ介』『ロンリのちから』
を制作したほか，定時番組『SWITCHインタビ
ュー　達人達（たち）』『100分de名著』『きょう
の料理』『すてきにハンドメイド』『きょうの健康』
『すイエんサー』『東北発☆未来塾』『Rの法則』『ス
ーパープレゼンテーション』『おかあさんといっ
しょ』『すくすく子育て』『NHK高校講座』『語学
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講座』など，特集番組として『哲子の部屋』『大
人のピタゴラスイッチ 「数（すう）ピタ！たのし
い数学」』『放送90年！もっと届け、ゴガクのこと』
などを制作した。
　総合テレビでは『あさイチ』『サラメシ』『妄想
ニホン料理』のほか，特集番組として『大探検！
京都国立博物館～みやこの美へようこそ』『NHK
スペシャル』“認知症800万人”時代「認知症をく
い止めろ～ここまで来た！世界の最前線～」，『明
日へ－支えあおう－』「是枝監督×女子高生～震
災 3年　福島を描く～」などを制作した。
　衛星放送では新番組『世界入りにくい居酒屋』
のほか，『美の壺』『コズミック　フロント～発見！
驚異の大宇宙～』『おとうさんといっしょ』，特集
番組として『三宅一生　デザインのココチ』『こ
のマンガいいね！BSオススメ夜話』などを制作
した。
　テレビ国際放送では，『Japanology Plus』
『Science View』などを制作した。
　このほか，「東京国際キルトフェスティバル」
や「国際バラとガーデニングショウ」「おかあさ
んといっしょスペシャルステージ」などのイベン
トの企画・運営，放送大学の授業番組の制作を行
った。

3．NHKグローバルメディアサービス

　NHKの報道とスポーツ部門を支援する関連会
社として，放送と通信の融合時代にふさわしい，
多様なニュースと魅力ある番組を供給する一方，
携帯電話やデジタルサイネージの分野でニュース
提供事業を展開している。
　14年度は，NHKからの委託で，BS1を中心とす
るニュース制作，番組制作，スポーツ中継，番組・
ニュースの字幕制作，デジタル放送のデータ制作，
映像取材と編集，通訳・翻訳，映像の海外送受信
など，多角的な業務を引き続き展開した。
　このうち，ニュース系では，BSで『BSニュー
ス』『ワールドニュース』『東京マーケット情報』
『NHK手話ニュース』を放送するとともに，海
外向けのラジオ放送『日本語ニュース』の制作に
当たった。
　番組系では，総合テレビで『めざせ！2020年の
オリンピアン』，BS1で『キャッチ！世界の視点』
と『国際報道2014』を新番組として立ち上げ，内
容，視聴率ともに好評を得た。13年度の新番組『ワ
ールドスポーツMLB』は好調を維持し，14年度
は土日にも放送を拡大した。また，『NHKスペシ
ャル』ミラクルボディー　サッカー・FIFAワー

ルドカップ　第２回「スペイン代表　世界最強の
“天才脳”」，巨大災害　MEGA　DISASTER　地
球大変動の衝撃　第２集「スーパー台風“海の異
変”の最悪シナリオ」などの大型番組や，『クロ
ーズアップ現代』「若者たちの“反乱”　香港デ
モの深層」「デング熱　感染拡大を防げ」などの
タイムリーな番組を提案し，制作した。
　字幕制作では，総合テレビの新番組や関東地方
向けの昼前の情報番組に新たに字幕を付けた。ま
た，「FIFAワールドカップ2014」では延べ106時
間の字幕放送を行ったほか，衆院選開票速報や年
末のニュースハイライトに初めて字幕を付けた。
大阪局，名古屋局，福岡局，仙台局では，夕方の
情報番組と『ニュース845』の字幕を引き続き請
け負った。
　デジタル分野では，首都圏と大阪管内 6局，松
江局のデータ放送の制作とともに，関東甲信越 9
局のニュースの制作を新たに始めた。また，スポ
ーツのデータ放送とウェブを一体制作したほか，
外国人や障害者も利用しやすい，「やさしい日本
語ニュース」や『NHK手話ニュース』のウェブ
版を制作した。
　スポーツ部門は，14年度はサッカーイヤーとな
り， 4月の女子アジア杯から 6～ 7月のW杯サッ
カー・ブラジル大会， 9月のアジア大会， 1月の
アジア杯まで国際大会が続いた。特に，W杯サッ
カー・ブラジル大会は，地上波で32試合のライブ
とハイライト放送，BS1で全64試合を録画放送し，
放送時間は前回の南アフリカ大会の1.2倍の281時
間に及んだ。また，MLB初挑戦の田中投手の全
登板試合と，テニスの錦織選手の全豪オープンや
ATPツアーでの試合など，話題選手の活躍を可
能な限りライブで伝えたほか，プロ野球，大相撲
をはじめ，欧州サッカー，NBA，NFL，PGAな
ど世界のトップレベルのスポーツを放送した。
　バイリンガルセンターでは，BSの国際情報番
組で海外の放送局のニュース番組を通訳するとと
もに，『NHKニュース 7』や『ニュースウオッチ
9』で英語による副音声の放送を担当した。また，
国際放送の『NEWSLINE』の制作や，英語のニ
ュース原稿の出稿を請け負った。
　国際回線のコーディネートでは，ウクライナ情
勢，過激派組織ISのテロ事件，W杯サッカー・ブ
ラジル大会など，緊迫した世界情勢からスポーツ
中継まで多彩な業務に当たり，激増するIP伝送に
も対応した。また，テレビ国際放送の基幹回線の
運用と全面ハイビジョン化への取り組みを進め
た。
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　アーカイブス事業では，30年間のニュース同録
を総合的に検索できる「次期データベース」の制
作を進めた。
　携帯電話向けのサイト「NHKニュース＆スポ
ーツ」は，NHKニュースやスポーツ，気象情報
などのコンテンツの充実に取り組み，会員数は有
料ニュースサイトとしては国内最大級に成長し
た。災害時には，NHKの災害報道の一翼を担う
サイトとして情報を無料提供している。また，デ
ジタルサイネージでは，JRのトレインチャンネ
ルや渋谷の大型ビジョンなどにNHK動画ニュー
スの提供を始め，順調に提供先を増やした。

4．日本国際放送

　テレビ国際放送の番組制作，受信環境整備，編
成・送出，ニュースの映像制作などNHKからの
受託業務のほか，JIB独自の放送やアジアでのコ
ンテンツ展開などの事業を通じて日本から世界へ
の情報発信の充実・強化に取り組んでいる。
　14年度，NHKからの受託業務では，『J-MELO』
『TOKYO FASHION EXPRESS』『TOKYO　
EYE』といった継続 6番組に加え，歌舞伎の魅
力を世界に紹介する『KABUKI KOOL』，途上国
への日本の国際貢献を描く『Side by Side』，優
れた若い日本人アーティストを紹介する『RIS
ING ARTIST』，それに日本の芸術を，時を超え
て旅する『ART TIME-TRAVELLER』の新た
な 4番組を制作した。
　NHKワールドTVの受信環境整備事業について
は，北米，アジア等を重点地域として，主要都市
での24時間配信とホテル配信の拡大に努めた。そ
の結果，NHKワールドTVの24時間視聴可能世帯
数は，14年度末現在で 1億9,948万世帯となった。
　国際放送の送出業務では，NHKワールド，ワ
ールドプレミアム，ラジオ日本の安定した編成・
送出に万全を期しており，『NEWSLINE』の映像
制作業務では制作体制を強化した。
　一方，独自業務では，海外でも人気の高い歌手・
きゃりーぱみゅぱみゅをMCに，日本の若者文化
を世界に伝える番組『mOshimOshi Nippon』を，
他のNHKグループと共同で世界に発信した。ま
た，日本企業の底力を発信する番組『Resilient 
Japan』は，内容をブラッシュアップして再スタ
ートした。 
　この他，アジアでのチャンネル事業展開に引き
続き力を入れる一方で，ミャンマーでは，スマー
トフォンのアプリケーションを使った新規事業に
乗り出した。ソーシャルネットワークページと連

動させ，自分の写真を自ら撮影する「自撮り」の
アプリを開発。ミャンマー国内で，若者を中心に
話題を呼び，日本企業の現地法人ともタイアップ
するなどして事業を展開している。そのほか，14
年の年末には，日本とミャンマーの国交開始60年
を祝う現地イベントを企画運営した。各種出店や
華やかなステージなど多彩な催しに， 2日間で 4
万7,000人が集まり大盛況だった。

5．NHKプラネット

　NHKプラネットは地域に拠点をおき，NHKの
地域放送サービスの充実とネットワークを生かし
た地域情報の全国・世界発信，地域に貢献するイ
ベントの企画・制作を担っている。14年度の全国
発信番組では『うまいッ！』『あさイチ～ピカピ
カ☆日本』『ひるブラ』『のんびりゆったり路線バ
スの旅スペシャル』『人生デザイン　U－29』『釣
りびと万歳』などを，国際発信番組では『Train　
Cruise』を制作した。
　東京本社では，上記のほか『食材探検　おかわ
り！にっぽん』，震災復興支援番組『きらり！え
ん旅』を制作した。
　近畿総支社では，『歴史秘話ヒストリア』『バラ
エティー生活笑百科』，『俳句王国がゆく』（四国
支社）などの全国発信番組の制作，「あべのハル
カス美術館開館記念特別展　東大寺」などの展覧
会，「ひめじ官兵衛プロジェクト」「食料フォーラ
ム2014」などのイベント，「知恩院御影堂解体修
理記録映像」などの映像制作を行った。NHK大
阪ホールの管理運営なども担当した。
　中部支社では，『超絶　凄（すご）ワザ！』『東
海北陸フレッシュ便　さらさらサラダ』『Uta-
Tube』『金とく』などの番組制作，「ESDユネス
コ世界会議関連イベント」「東儀秀樹×古澤巌×
coba全国ツアー」「新幹線50周年　夢の超特急
展」などのイベント，展覧会を実施した。
　中国支社では，『英雄たちの選択』『ひるまえ直
送便』などの全中・地域番組の制作，「瀬戸内し
まのわ2014メインイベント」「堺市文化観光拠点
施設展示映像」などのイベントやソフト制作を行
った。
　九州支社では，『のんびりゆったり路線バスの
旅スペシャル』『はっけんTV』『きん☆すた』な
ど全中・地域番組の制作，『大河ドラマ』「軍師官
兵衛」特別展，特別展「台北　故宮博物院～神品
至宝～」，特別展「九州仏」などの展覧会やイベ
ント，PR・展示映像の制作を実施した。
　東北支社では，『NHKスペシャル』東日本大震
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災「私たちの町が生まれた～集団移転・ 3年半の
記録～」，『ETV特集』「それぞれのイナサ～風寄
せる集落　 9年の記録～」など震災関連全中番組
のほか，『てれまさむね』『ひるはぴ』などの地域
情報番組の制作，イベント事業では震災復興支援
関連の『きらり！えん旅』ミニコンサート，「公
開復興サポート　明日へ」などを実施した。
　北海道支社では，『さわやか自然百景』『ワイル
ドライフ』などの全中番組，『NHKニュース　お
はよう北海道』『つながる＠きたカフェ』『北海道
中ひざくりげ』などの地域向け情報番組，イベン
ト事業では，地域貢献イベント「北の音楽隊」の
ほか，「保線安全の日」DVDの制作などを行った。

6．NHKプロモーション

　放送関連イベントの企画・運営をはじめ，展覧
会・博覧会，コンサート，フォーラム・シンポジ
ウム，各種式典，講演会などのイベント事業を中
心に，普及啓発用映像ソフト制作などを実施して
いる。
　14年度の実施は，展覧会・博覧会では，「宇宙
博2014」「特別展 台北故宮博物院」「日本国宝展」
「2014年NHK大河ドラマ特別展 軍師官兵衛」「ボ
ストン美術館 華麗なるジャポニスム展」「バルテ
ュス展」「フェルディナント・ホドラー展」「菱田
春草展」「アンディ・ウォーホル展」「遊亀と靫彦
展」「古田織部展」など。
　番組関連イベントでは，「NHK音楽祭」「NHK
ニューイヤーオペラコンサート」「NHK古典芸能
鑑賞会」「おかあさんといっしょファミリーコン
サート」「NHKバレエの饗宴」「NHKサイエンス
スタジアム」など。
　このほか，「第15回地域伝統芸能まつり」「日中
韓芸術祭2014」「選定保存技術公開事業 日本の技
体験フェア」「ワンワンまつり みんなでワッショ
イ！」「ボストン美術館・浮世絵デジタル事業」「第
5回ファーマーズ＆キッズフェスタ」「ふるさと
の食　にっぽんの食全国フェスティバル」などを
実施した。

7．NHKアート

　NHKテレビ番組の美術制作（美術制作進行，
大道具等美術用品の製作・運用，装置，装飾，衣
裳，メーク，かつらなど）やセットデザイン，グ
ラフィックス・CG・VFX等のデザイン制作を行
う総合美術会社。一級建築士事務所，特定建設業
の資格を有し，文化施設・イベント等の企画，制
作，設計・施工，運営までの業務を行うほか，

NHKホールはじめ10のホール・会館の舞台・照明・
音響機器等の操作・運営管理を行うなど，テレビ
番組美術制作で培ったノウハウを生かした多様な
業務を行っている。
　14年度は『大河ドラマ』「軍師官兵衛」や『NH
K紅白歌合戦』『NHKスペシャル』等NHK番組の
美術業務，NHK関連イベントの「宇宙博」「おか
あさんといっしょファミリーコンサート」「高専
ロボコン」「渋谷DEどーも2014」「NHK文化祭
2014たいけん広場」「ワンワンといっしょ！夢の
キャラクター大集合」などの会場設計・施工，展
示制作等を担当した。また，ドームイベントの「国
際バラとガーデニングショウ」「東京国際キルト
フェスティバル」「テーブルウェア・フェスティ
バル」「世界らん展日本大賞」のほか，地域活性
化イベント「日本の祭りin成田」「信金発！地域
発見フェア」などの企画，制作，設計・施工，運
営業務を行った。東京国立博物館などによる東日
本大震災被災文化財修復プロジェクトに参加。陸
前高田市の高田歌舞伎のかつら修復作業に取り組
み，東京国立博物館特別展で展示された。第41回
伊藤熹朔賞を『連続テレビ小説』「あまちゃん」
の番組美術で受賞。

8．NHKメディアテクノロジー

　放送番組の制作・送出技術業務や高精細映像・
立体映像（ 3 D）の制作などを主とする「放送技
術」と，放送・事務システムや受信料関連の営業
システムなどの設計・開発・運用を主とする「情
報技術」を併せ持つ技術系企業として公共放送を
支えている。
　14年度は， 4月に新たな組織アドバンストメデ
ィアセンターを発足させ，放送と通信の連携サー
ビスと報道関連業務の充実を図った。
　また，14年度は創立30周年の節目の年にあたり，
11月にInter BEE会場で創立30周年記念技術展を
開催した他，オフィスリニューアル，社史編

へん

纂
さん

の
記念事業を行った。
　ニュースやイベントでは，W杯サッカー・ブラ
ジル大会，御嶽山噴火，衆議院議員選挙などで，
制作・送出・運行業務からデータ放送・インター
ネット業務まで対応した。番組は，『連続テレビ
小説』「マッサン」や 4 Kカメラ使用の『土曜ド
ラマ』「ロング・グッドバイ」，『NHKスペシャル』
「ミラクルボディ　サッカー・FIFAワールドカ
ップ」などを制作した。
　高精細映像の分野では， 4 Kに続いて 8 Kスー
パーハイビジョンカメラを整備し， 8 Kコンテン
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ツ制作に取り組んだ。また，次世代放送を推進す
るNexTV-Fの 8 K制作機材の管理・運用業務を
受託した。
　立体映像（ 3 D）では， 8 K 3 Dコンテンツ制
作， 4 K 3 D外科手術撮影システム開発に取り組
み，高精細映像による 3 Dの可能性を広げた。さ
らに，東日本大震災の長編 3 Dドキュメンタリー
を制作し，15年 3 月に国連防災世界会議が開催さ
れた仙台市などで公開した。
　ファイルベース化関連では，送出TOCの完全
ファイルベース化やスポーツ・ドラマセルの移行
に対応し，新業務フローを定着させて運用を軌道
に乗せた。
　情報システム部門では，放送システムのBSマ
ルチ編成業務支援機能の開発，営業システムの消
費税率改定や営業拠点再編成の対応，NHKグル
ープ事務系システム統合の第 2段階（経理機能）
の開発，セキュリティ対策の設備整備などを実施
したほか，NHK部局システム向けクラウドサー
ビスの運用を開始した。
　放送と通信の連携分野では，ハイブリッドキャ
ストの『NEWS WEB』サイトを構築するととも
に『NHK紅白歌合戦』『おやすみ日本　眠いい
ね！』などスマホと連携した演出に対応するため
クラウド利用のリアルタイム配信サービスを実現
した。
　また，インターネットやデータ放送などにニュ
ースを一元的に制作・提供するシステム「本部・
さいたま局インターネットニュース制作設備」の
整備を完了し，15年 3 月より運用を開始した。

9．NHK出版

　NHK出版は，NHKの放送番組テキストおよび
NHKの放送に関連した書籍・雑誌，放送関連以
外の書籍・雑誌等の出版・販売（電子版も含む）
のほか，音楽著作権の管理等を主業務としている。
　14年度放送テキストは『きょうの料理』『すて
きにハンドメイド』などの家庭向けテキスト，『お
となの基礎英語①②③』や『テレビでハングル講
座』などの語学系テキスト，『趣味Do楽』や『100
分de名著』などの趣味・教養系テキスト等，年
間80点余のタイトルを発行した。また，すべての
テキストについてテキスト電子版を発行した。新
規テキストとしては，平易な英語を毎日「読む」
「聞く」ことで英語の基礎力育成を目指す『ラジ
オ　エンジョイ・シンプル・イングリッシュ』，
実践的に「にほんご」の会話力を身に付けるため
の講座『テレビ　使える！伝わる　にほんご』の

2誌を創刊した。また，新シリーズの番組ガイド
ブックとして，科学と人の生活の接点を追う『カ
ルチャーラジオ　科学と人間』を刊行した。
　放送関連では，14年度は『大河ドラマ』関連と
して『NHK大河ドラマ・ストーリー　軍師官兵
衛』の後編・完結編，ノベライズの後半 2巻を発
売。また，15年の『大河ドラマ』「花燃ゆ」につ
いては，ノベライズの前半 2巻，『NHK大河ドラ
マ・ストーリー　花燃ゆ　前編』『NHK大河ドラ
マ歴史ハンドブック　花燃ゆ』を発売した。その
他，『連続テレビ小説』「花子とアン」のドラマ・
ガイドPart2，同じく『連続テレビ小説』「マッサ
ン」のノベライズ上・下巻およびドラマ・ガイド
Part1， 2 などを発売した。
　放送関連以外では，NHKブックス創刊50周年
にあたり，新刊に加え，『自然・人類・文明』『新
版　稲作以前』の新装復刊をおこなった。NHK
出版新書では『おとなの教養』『世界史の極意』
などを，翻訳書では『綻びゆくアメリカ』『ゼロ・
トゥ・ワン』などを発売した。実用書では，『別
冊NHK趣味の園芸　バラ大図鑑』などを刊行し
た。
　また，電子アプリでは「語学プレーヤーアプ
リ」による音声コンテンツの配信を引き続き行っ
た。

10．NHKビジネスクリエイト

　NHKビジネスクリエイトは，NHKグループの
放送支援，インフラ支援および事務支援を一元的
に実施する総合サポート会社として，各分野の専
門性を生かした事業活動を展開している。
　14年度は，放送支援分野では，豪雨による広島
市の土砂災害や御嶽山の噴火など自然災害におけ
る緊急報道に対し，的確な編成業務でNHK報道
を支援した。車両運行業務では，発災から 4年を
経過した東日本大震災の被災地，岩手県宮古市へ
中継車と運行要員を，福島放送局へは中継車，ミ
ニバス，運行要員の支援を通年で行った。
　また，『大河ドラマ』や『連続テレビ小説』
『NHK紅白歌合戦』などの放送台本等の印刷を
行った。
　インフラ支援分野では，NHK放送センター，
千代田放送会館，NHK放送技術研究所，NHK福
岡放送会館などのセキュリティ確保，建物・設備
等の管理および環境整備をはじめ，電気・空調・
給排水などライフラインの安定供給を行うなど，
公共放送NHKの事業基盤を支えている。また，
NHK関連団体等が入居するビルの所有・管理を
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行っており，14年度はNHKグループ各社の効率
的な業務遂行を支援するためオフィススペースの
再編成・集約化を図った。
　事務支援分野では，NHKの調達・管財関連業務，
NHK職員等の給与計算・採用事務関係業務のほ
か人材派遣事業を行っている。14年度は，新たに
札幌・松山に支社を開設し，これによりNHKの
すべての地域拠点局で業務支援サービスの充実・
強化を図るとともに，効率的な業務運営に貢献で
きる体制を整備したほか，大阪，名古屋，福岡，
仙台に加え，広島でもニュース生字幕制作業務を
開始した。また，15年 8 月を予定しているNHK
グループを対象にした給与計算業務のシェアード
サービスの運用開始に向け準備を進めている。
　14年度は，平成24～26年度中期経営計画『公共
放送を支える創造企業へ』の最終年度として，多
様な事業展開と業務改革に積極的に取り組んだ。

11．NHKアイテック

　放送・通信・情報分野での総合技術会社として，
送信・受信・映像・情報・建築関連技術をベース
に，コンサルティングから設計・施工・保守まで
一体とした事業を展開した。
　全国の基幹局・中継局，共同受信施設の保守業
務を受託し，NHK送受信設備の保守業務を全面
的に担当している。定期保守の着実な実施のほか
徳島県西部の大雪などさまざまな自然災害への緊
急出向など，公共放送の「放送電波確保」に貢献
した。
　また，FPUのHV化工事や京都新会館の 8 Kデ
ィスプレイ整備など機能強化，新たなメディア展
開に向けてもNHKグループとして積極的に取り
組んだ。
　そのほか一般業務として，携帯端末向けマルチ
メディア放送の運用をはじめ，ケーブルテレビ，
民放等への送信設備，送出設備，伝送設備，同録
装置などの整備を精力的に進めた。
　15年 3 月の衛星セーフティネット施策終了に際
し，高性能アンテナによる対策など，放送の完全
デジタル化完遂に尽力した。

12．NHK文化センター

　NHK文化センターは，全国48教室（15年 3 月
末現在）で，教養・趣味・暮らし・芸術・健康な
ど 6万5,000に及ぶ多彩な講座を展開している。
会員は全国で約23万5,000人である。
　14年度は，NHKグループならではの特色を生
かして，『連続テレビ小説』「花子とアン」や「マ

ッサン」の出演者を迎えたトークショー，ストー
リーに関連した柳原白蓮の生涯を取り上げた講座
やモルトウィスキーを味わう講座を開発し，人気
を集めた。
　また，放送番組について講演会やトークショー
形式で広く一般の視聴者を対象に開催する
「NHK公開セミナー」をNHKからの受託業務と
して実施している。14年度は全国18会場で『大河
ドラマ』「軍師官兵衛」「花燃ゆ」，BSプレミアム
『コズミック　フロント～発見！驚異の大宇宙
～』『にっぽん百名山』について開催，合計6,491
人（前年度比1,375人増）の来場者が訪れた。
　さらに，日本の文化を海外で披露し交流を図る
「国際交流祭」を毎年開催している。14年度で28
回目を迎え，「日本・アルザス友好150周年」の最
後を飾るイベントとしてフランス・コルマール市
で 2日間開催し，日本から100人が参加，現地の
来場者は延べ5,500人に上った。　

13．NHK営業サービス

　「NBS経営プラン24-26」に基づき，受信料収
入の確保とNHK営業活動の効率的展開を支援し，
公共放送，放送メディアの発展に寄与する観点か
ら，着実な業務遂行に努めた。
　受託事業については，お客様からNHKに届け
出のあった放送受信契約書等の事務情報処理業務
のほか，事業所・集合住宅や都内近郊における受
信料の契約・収納業務，全国 4か所のコールセン
ターにおける電話を中心とする視聴者対応，地域
スタッフや法人委託訪問要員に対する講習や教育
用映像資材の制作等の教育支援，営業活動に資す
るパンフレットなどの企画・編集・制作等の業務
を実施。また，営業拠点の集約（ 5月大阪・ 7月
北海道・ 1月東京）にも的確に対応した。
　自主事業では，ケーブルテレビのデジアナ変換
サービス終了に伴う受信相談業務のほか， NHK
グループのソフト・コンテンツの販売受付や
NHK主催イベントでの販売業務の支援に関する
試行等を継続して実施。また，新たに700MHzの
携帯電話の電波がテレビ等に与える受信障害の相
談業務を開始した。
　さらに，15年度からの 3か年経営計画「NBS経
営プラン27-29」を策定。これは13年度に取りま
とめた10年後の事業展開・事業運営のありようと
方向性を示す「NBS経営ビジョン」を具体化す
る第一歩である。
　なお，当社は膨大な個人情報を取り扱うが，こ
れを適切に管理するため，業務プロセス・体制を
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不断に見直し，00年から継続して「プライバシー
マーク」を取得している。

Ⅱ．関連会社

1．放送衛星システム

　株式会社放送衛星システム（略称B-SAT）は，
BS放送における基幹放送局提供事業者として放
送衛星を調達・所有し，その管制，運用のほかア
ップリンク業務，全局EPG（電子番組表）のデー
タ集配信業務を行い，BS放送の基本的なインフ
ラ提供の役割を担う。
　14年度は，放送衛星 3機（BSAT-3a・3b・3c）
により，日本に割り当てられているBS放送用の
全周波数（12中継器）を使って，地デジ難視対策
衛星放送（衛星セーフティネット）を含め39番組
のBSデジタル放送を視聴者に継続して届けた。
（国の地デジ難視対策終了により，衛星セーフテ
ィネットは15年 3 月末で放送を終了した。）
　一方，「B-SAT 中期事業計画」（12～14年度）
の具体化として，衛星管制およびアップリンク業
務を行うB-SATの拠点が万一，非常災害などに
より業務遂行不能の事態になった場合に，BS放
送の継続を確保する体制を構築，始動させた。そ
れとともに，緊急用アップリンク設備の整備を含
め，B-SATの拠点の施設・設備の強じん化にも
取り組んだ。また，受信モニター局の整備を継続
して進めた。
　放送衛星の安定運用および次世代BS放送の実
現に向けて，次期放送衛星（BSAT-4a）の調達
を14年12月に開始した。

2．NHK Cosmomedia America, Inc.

　NHK Cosmomedia America はアメリカにおけ
る番組制作と国際映像展開の拠点である。このう
ち番組制作の大きな柱は，NHK番組の取材制作
とリサーチ，通訳，機材の手配などのコーディネ
ート業務。MLB（メジャーリーグ野球）などの
スポーツ中継業務も請け負っている。国際映像展
開では，「TVジャパン」のチャンネル名でアメリ
カ・カナダ在住の日本人・日系人向けに，NHK
番組を中心とする日本語での24時間の有料配信事
業を行っている。契約数は15年 3 月の時点でおよ
そ 8万，他におよそ400のホテルでも視聴可能で
ある。なお， 1日平均 5時間はノンスクランブル
での配信となっている。

3．   NHK Cosmomedia（Europe）
Limited

　NHK Cosmomedia（Europe）は欧州における
番組制作と国際映像展開の拠点である。このうち
番組制作では，NHKの制作ノウハウを最大限に
生かした高品質な番組作りやリサーチ，通訳，機
材の手配などのコーディネート業務を行ってい
る。また，国際映像展開では「JSTV」のチャン
ネル名で欧州，北アフリカ，中東向けにNHK番
組を中心に日本語での24時間の有料放送事業を行
っており，衛星やCATVを通じて60を超える国に
放送を流している。契約数は15年 3 月の時点でお
よそ6,500，他におよそ500のホテルでも視聴可能
である。なお， 1日平均 5時間はノンスクランブ
ルでの放送となっている。

4．  ビーエス・コンディショナル　アクセス　
システムズ

　略称は「B-CAS（ビーキャス）」。NHKBSデジ
タル放送の受信確認メッセージや有料放送の視
聴，それにデジタル放送番組の著作権保護などに
利用されているICカード（B-CASカード）の発
行・管理を行っている。
　14年度は，B-CASカードの不正改ざんに対処
するため，技術的な対応を進めるとともにカード
の流通・在庫の適正化を進めた。14年度のカード
発行枚数は1,445万枚，累計発行枚数は 2億2,532
万枚となった。
　また，社会的インフラを担う企業として，引き
続きコスト削減に努め，利用者負担の軽減を図っ
た。

Ⅲ．関連公益法人等

1．NHKサービスセンター

　公共放送の周知・普及と視聴者サービスを担う
財団として，視聴者とNHKとを結ぶさまざまな
広報活動および視聴者サービス活動を推進した。
「NHKふれあいセンター」では，電話，メール，
FAX等により視聴者からの要望・問い合わせが
92万件寄せられ，迅速・的確に対応した。
　週刊番組情報誌『ステラ』や月刊誌『ラジオ深
夜便』の発行，NHK広報番組の制作，語学講座
番組の音声テキストCDの発行，各種の番組展示
や催し物，印刷物などによって，NHK番組の広
報普及活動を推進した。『連続テレビ小説』や「W
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杯サッカー・ブラジル大会」に関連して『ステ
ラ』臨時増刊号を発行し，「FIFAワールドカッ
プ放送をぜんぶみる！」は発行部数が17万部とな
った。また，『大河ドラマ』『連続テレビ小説』の
舞台地やゆかりの地となった自治体や公共交通機
関に対し，番組広報と地域振興との相互協力を働
きかけ，広報印刷物の制作，ポスターの掲出，電
車ラッピング等による番組周知活動を積極的に行
った。また，『地域発ドラマ』等のポスター制作
と掲出をはじめとしたNHK地域放送局の番組広
報活動への支援，協力を行った。 8 Kの普及・
PRイベントとして「 8 Kスーパーハイビジョン 
パブリックビューイング」「特別展示」を10会場
で延べ70日間実施した。
　「NHKスタジオパーク」「NHKホール」「NHK
みんなの広場ふれあいホール」「NHK放送博物
館」では来館者を対象としたイベントや多彩な視
聴者サービスを実施した。「NHK放送博物館」は，
リニューアル工事の開始に伴い15年 2 月16日から
休館に入った。
　このほか，自主事業として，美術展など催し物
の実施，文化・教養などの音声・映像ソフトや番
組記念品の制作・頒布，語学・音楽・落語・朗読
の配信事業会社への提供など，多彩な事業を展開
した。NHKのアーカイブス音源を活用した音声
ソフト商品として，NHKCD「N響プロムナード
コンサート」「赤毛のアン」「NHK講談名作選」
などを発行した。
　社会奉仕業務として月刊誌『ラジオ深夜便』の
全国の老人福祉施設への寄贈や，（社福）日本点
字図書館の点字週刊誌『NHKウイークリーガイ
ド』の編集・発行への助成のほか，「NHK杯全国
中学校放送コンテスト」をNHKなどと共に主催
した。
　内部統制の整備・定着を行う目的で，内部監査
室を設置し，14年度は，内部監査規程等の制定，
内部監査室の体制整備，15年度からの監査実施に
向け，予備調査等を行った。
　15年 4 月 1 日のNHKサービスセンターを吸収
合併存続法人とする（一財）日本放送教育協会と
の合併に向けて，合併契約書および覚書を締結す
るとともに，新設する放送教育推進部の体制整備
に向けて準備を図った。

2．NHKインターナショナル

　外務省や国際交流基金など，公的資金による発
展途上国の放送機関への番組提供や，支援業務を
行っている。また，公共放送としての放送制作の

ノウハウと映像コンテンツを生かして，国際交流
や海外放送機関への取材協力業務を行い，相互理
解の促進を図っている。
　14年度は，海外放送機関に対して，主にJICA
からの委託でさまざまな支援や研修を行った。こ
のうち13年 1 月からスタートした「南スーダン
TV・ラジオ（SSTVR）組織能力強化プロジェク
ト」は，13年12月に事実上の内戦状態となり入国
できない状況が続いたため，ケニアなどでの隣国
研修と日本での研修という形で実施した。更にベ
トナム国営テレビ（VTV）に対して『NHKスペ
シャル』のノウハウを提供する「VTVスペシャ
ル研修」を実施するとともに，新たにバングラデ
シュ国営放送局（BTV）に対して 2年 7 か月に
わたる「バングラデシュ教育テレビ支援プロジェ
クト」を開始した。
　15年 3 月に開催された第 3回国連防災世界会議
に関連して，JICAからの委託を受けて，アジア
4か国（インドネシア，スリランカ，ベトナム，
フィリピン）からクルーを招

しょう

聘
へい

，支援業務を行っ
た。各国クルーは，防災をテーマにしたドキュメ
ンタリーの制作と防災会議の取材を行った。
　海外放送機関への番組の提供については，外務
省の文化無償協力と国際交流基金の事業をあわせ
て 7か国 7機関に2,071本の番組を提供した。
　日本や世界のメディア芸術を紹介する 2つの事
業を文化庁から受託した。このうち「海外メディ
ア芸術祭等参加事業」では，展示・上映・イベン
トをオーストリアなど 6か国，19のフェスティバ
ル等で実施した。また，「国内巡回事業」では
NHKのハートプラザを含め12の地域に巡回し，
メディア芸術祭のPRを行った。
　中国関連事業では，ジャパン・コンテンツ海外
展開事務局（J-LOP）の補助金を受け，財団のラ
イブラリーの中から自然や文化遺産に関連した番
組の中国語版を制作し，中国で放送した。また，
中国緊急報道センターのホームページの「防災ミ
ニ知識」の制作や，NHK番組『桃源紀行』など
50本以上の番組の共同制作のコーディネートを行
ったほか，中国中央電視台（CCTV）東京支局，
大連テレビ東京事務所などの日本からのニュース
番組の発信を支援した。
　世界の中での日本理解を促進するため，海外に
提供する番組の国際版を自主制作した。14年度は，
NHK番組の国際版74本（英語32本とフランス語
16本，スペイン語26本，）および，独自企画によ
る英語版17本など合わせて91本をライブラリーと
して制作した。
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　外国放送機関に対する取材協力は，14の国・地
域，21放送機関で201件の中継・伝送業務を行った。　
　国際コンクール参加番組としては，39本を制作。
海外交流用英語版は 6本を制作した。テレビ国際
放送のNHKワールド用にも定時番組『美の壺』
『サラメシ』など75本の英語版を制作した。また
『連続テレビ小説』「カーネーション」151話の内，
後半72話のスペイン語版を制作した。
　海外の視聴者からNHKに寄せられる意見や要
望，また，海外の委嘱モニターから送られてくる
モニター報告を整理し報告した。
　海外からNHKへの訪問者の接遇件数は101件
で，85の国と地域および国際機関から，要人を含
めて925人がNHKを訪問した。
　教育コンテンツ関連国際イベントとして「第41
回日本賞」「教育コンテンツ世界制作者会議
（IPCEM）」「ABUデジスタ・ティーンズ」「ア
ジア教育プロデュ―サー会議」の運営を実施し
た。「日本賞」には320本のエントリーがあった。

3．NHKエンジニアリングシステム

　NHKの技術開発成果を広く提供する技術協力
や，保有特許の利用促進，新技術の実用化開発，
放送の受信環境維持改善に関わる調査業務などを
実施した。
　14年度は，新たな難視解消に向けた地上デジタ
ル放送受信技術調査等の他に，セーフティネット
終了に伴う絶対難視地区の恒久対策の支援などを
実施した。
　スーパーハイビジョン普及促進では，「NAB
2014」「IBC2014」「CEATEC2014」「全国NHK放
送会館」等での展示のほか，『NHK紅白歌合戦』，
「W杯サッカー・ブラジル大会」のパブリックビ
ューイング（PV）の技術運営を実施した。さら
に，総務省「超高精細映像技術を活用した新事業
の確立に向けた実証に係る請負」事業を受注し，
W杯サッカーのPVの他に，開発した 8 K小型カ
メラを使用し肝臓等 3診療科における手術映像を
撮影するとともに，事業展開への検討など，スー
パーハイビジョンの医療分野への応用を推進し
た。
　また，話速変換・抑揚変換技術による語学学習
アプリの開発，美術館・博物館などの映像・音声
設備の整備・保守，超高層ビル等によるテレビ受
信障害予測，技術セミナーや標準画像の頒布など
による新技術の普及，技術者育成に努めた。

4．NHK放送研修センター

　NHKの職員研修を事業の基本に据え，民間放
送局，ケーブルテレビ局，海外の放送局，制作プ
ロダクション等多様な放送界の人材育成を行って
いる。また，ことばコミュニケーション技術等の
一般への普及事業や「人にやさしい放送」を目指
すNHKの字幕放送や解説放送の充実にも協力し
ている。
　14年度，NHK職員に対する研修では，「公共放
送を支えるプロフェッショナル，ジャーナリスト
の育成」「マネジメント力強化と役割に応じた能
力の伸長」などを目指し，新採用者研修，基礎（新
人層）研修，専門研修，中堅・リーダー層研修，
指導・管理者研修など107研修142回を実施し，受
講者数は4,643人となった。
　また，公共放送人として必要不可欠なコンプラ
イアンス意識や公金意識の徹底を図るため，eラ
ーニングで，「いま一度，見つめ直す職員倫理と
公金意識」など16コースを実施し，延べ 1 万
7,958人が受講した。また，公金意識研修は，新
採用者，中堅層，指導・管理者層を対象に実施し，
全国で870人が参加した。
　民間放送局，ケーブルテレビ局，海外放送局，
制作プロダクションに対して，番組制作のノウハ
ウ，放送技術の基礎や最新技術の習得を図る研修
を実施した。
　このうち民放連関連では，放送倫理をテーマと
した「放送人基礎研修」や若手技術者を対象とし
た「テレビ技術研修会」を実施した。また，ケー
ブルテレビ局向けには，「番組制作コース」と「伝
送技術コース」を設け，新入社員や初心者を対象
とした専門研修を実施した。海外の放送局に対し
ては，国際協力機構（JICA）からの委託による
放送技術や番組制作の研修を実施した。
　また，次世代の放送人育成につなげるため，「大
学生セミナー」を実施するとともに，報道記者や
番組制作，放送事業マネジメント志望の学生を対
象にインターンシップを開催した。
　ことばコミュニケーション事業では，「日本語
センタースクール」「話しことば通信添削講座」「朗
読事業」「先生のためのことばセミナー」「ビジネ
ス界を対象にしたセミナー」「放送支援のための
セミナー」を実施した。教育現場を対象としたこ
とばコミュニケーション事業では，大学・専門学
校・小中高校で42の講座を実施した。一方，こと
ばコミュニケーションのノウハウを社会に還元す
る企業・団体研修は，67の企業・団体からの要請
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に応えた。
　そのほか，放送番組のアナウンス等業務では，
ラジオ第 2『ことば力アップ』のテキストを執筆
し番組にも出演したほか，放送のバリアフリー化
を目指すNHKの生対応の字幕放送や，解説放送
に協力した。

5．日本放送協会学園

　NHKの教育番組を利用して通信による高等学
校教育を行い，放送の利用促進に寄与しているほ
か，NHK教育番組の充実改善に協力している。
　また，生涯学習通信講座や介護福祉士，社会福
祉士の国家試験受験資格取得のための通信教育を
行っている。
〔通信制高等学校〕
　NHKの放送を利用して学ぶ広域通信制高校で，
本校のほか，全国33の協力校等でスクーリングを
実施。11年度からは海外在住の生徒向けに，海外
eコースを新設した。登校が難しいという人のた
めに，Doitコースを東京，大阪に続き13年度には
東北（仙台・盛岡）に開設した。
　生徒総数3,594人，卒業生1,214人。これまでの
卒業生総数は 7万1,760人となった。
〔通信制福祉教育〕
　専攻科で介護福祉士の国家試験を目指したりし
た学生の総数は778人，修了生491人。修了生総数
は 3 万5,035人。国家試験の合格率は全国平均
61.0%に対し71.7%。別科として介護職員初任者研
修も行っている。
　社会福祉士養成課程は，社会福祉士国家試験受
験資格を 2年間で取得する一般養成科と， 1年間
で取得する短期養成科の 2課程。学生総数526人，
修了生249人，修了生総数2,956人。国家試験合格
率は全国平均27.0％に対し一般養成科48.9％，短
期養成科57.9％。
〔生涯学習〕
　通信講座は，俳句・短歌・書道など101講座で
4万5,206人，オープンスクールでは，3,695講座
で 3万9,701人が受講した。NHK共催の全国俳句
大会で，飯田龍太賞を創設した。生涯学習書道展
を東京美術倶楽部に移設した。新宿オープンスク
ールは14年 9 月末に閉校。

6．NHK交響楽団

　オーケストラ演奏により，音楽芸術の向上発展
を図り，その社会的文化的使命を達することを目
的とした公益財団法人である。

　14年度の定期公演では，N響の新しい首席指揮
者への就任が決まっているパーヴォ・ヤルヴィが
登場した他，ブロムシュテットがモーツァルトと
チャイコフスキーのそれぞれ最後の 3つの交響曲
を披露，デュトワがドヴュッシーの歌劇「ペレア
スとメリザンド」（演奏会形式）を指揮するなど，
チャレンジングなプログラムが話題を呼んだ。ま
た， 6月には日韓共同主催による韓国・ソウルで
の公演を行った。
　14年度は消費税率引き上げに合わせた定期公
演・特別公演の料金体系の見直しを実施したが，
定期公演入場者数は13年度を上回り，目標とした
年間12万人に迫った。定期会員（席）数も13年度
を上回り，漸減傾向に歯止めがかかったが，定期
会員の高齢化が進んでおり，定期会員（席）数を
維持していく為には，より若い世代の会員の開拓
が今後取り組むべき重要な課題となっている。
　チケットについては，N響ホームページからの
インターネットによる販売「WEBチケットN
響」を１回券からスタートさせた。利用者は着実
に増えており，今後は定期会員券にも拡大してい
く計画である。
　賛助会員制度はN響の財政を支える重要な柱の
一つだが，14年度の賛助会員数は一進一退の状況
で推移した。
　老朽化による高輪練習所の大規模改修工事は15
年 5 月末に竣

しゅん

工
こう

。

7．NHK厚生文化事業団

　福祉へのニーズは時代とともに変化し，ますま
す多様化している。NHK厚生文化事業団はその
要望にきめ細かく応えるため，放送と連携しなが
ら障害者福祉，高齢者福祉などの事業を行ってい
る。また，福祉グループへの支援を豊かなものに
するためチャリティーイベントを実施している。
〔東日本大震災被災地支援事業〕
○14年度も引き続き地域福祉を支援する「わかば
基金」の「東日本大震災復興支援部門」を通じ
て，被災地で尽力する 9つの福祉グループに，車
両や農機具など活動に必要なものを支援した。支
援を充実させるため， 3回目となる「N響チャリ
ティーコンサートHOPE」を開催した。
〔障害者福祉事業〕
○福祉現場の最前線に立つ人や障害当事者たち
が，気楽な雰囲気の中で参加者と福祉課題を話し
合う講演会「ハートカフェ＠渋谷」を20回実施し
た。少人数で双方向性のある新しい催し。
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○「パラリンピアンがやってきた」は，パラリン
ピックで活躍した選手が小学生たちと障害者スポ
ーツを一緒に楽しみ交流する出前授業。東京パラ
リンピックが行われる20年まで実施する予定。
○親子の個別相談に応じる「こどもの発達相談
会」を16回実施したほか，障害がある子どもたち
を対象とした療育キャンプを各地で行った。
○発達障害や精神疾患などに関する最新情報と，
支援の在り方を伝えるフォーラムを15回行った。
〔高齢者福祉事業〕
○高齢者の健康と生きがいをテーマにした『ハー
トネットTV　公開すこやか長寿』の収録とゲス
トの講演会を行うイベントを各地で行った。
○予備軍も含めると800万人といわれ，関心の高
い「認知症」に関するフォーラムを全国 8か所で
実施，あわせて地域放送でも伝えた。
〔事業団が長年作品を募集し記録する事業〕
○高齢社会の生き方を描く小説「NHK銀の雫文
芸賞2014」や，障害者の体験や福祉の実践を記録
する「第49回NHK障害福祉賞」には，多くの応
募があった。その内容を出版するとともに，テレ
ビやラジオで放送した。
〔福祉情報提供事業〕
○NHKの福祉番組や事業団制作の福祉DVD教材
を貸し出す「福祉ビデオライブラリー」は，発達
障害やうつ病などのビデオの利用が多く，貸出数
が大きく増加した。
〔チャリティーイベント・福祉団体支援〕
○「第48回NHK福祉大相撲」を行い，福祉施設
に福祉車両を，春と秋の「歌謡チャリティーコン
サート」で障害者や高齢者の施設・団体に介護浴
槽を贈呈，また，広島県へ大雨災害義援金を贈っ
た。
○地域福祉を支援する第26回「わかば基金」で，
全国で40の福祉グループに活動を広げるための支
援金や，NHKや関連団体の不用パソコンのソフ
トを新しくした「リサイクルパソコン」を贈っ
た。

8．日本放送協会健康保険組合

　健康保険法に基づき，被保険者と被扶養者に対
して，保険給付および保健事業等を行っている。
　14年度は，保健事業として各種検診や予防接種
の経費補助，メンタルヘルスへの対応など，疾病
予防や健康の保持・増進に資する施策を実施した。
　また，特定健康診査・特定保健指導においては，
特定健康診査の受診率向上や特定保健指導の利用
促進に努め，メタボリックシンドロームの予防お

よび改善に取り組んだ。

9．日本放送協会共済会

　NHK役職員とその家族などの生活向上と，退
職者とその遺家族の救済，援護等を行うために，
食堂の運営，物品販売，生涯生活設計相談，各種
給付・貸付，各種保険の団体扱いおよび転勤者用
住宅の管理・運営等の福利増進施策を行った。




